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アジア太平洋地域を取り巻く国際関係：ガイダンス
永野  護
(アジア太平洋研究センター所長・経済学部教授)

インド社会から見た日本企業
サンジーブ・グプタ
(SBI新生銀行専務取締役）※使用言語：英語

アジア開発銀行(ADB)の歴史･任務･役割
田村 由美子
(アジア開発銀行駐日代表)

IMFのアジア太平洋地域における役割
𠮷田 昭彦
(国際通貨基金アジア太平洋事務所所長)

グローバルな開発課題と世界銀行の役割
大森 功一
(世界銀行東京事務所上級広報担当官）

日本からの二国間金融支援と多国間との違い
吉田 悦章(前国際協力銀行外国審査部次長・同志社大
学ビジネススクール教授）

アジア太平洋地域のマクロ経済展望
永野 護
 (アジア太平洋研究センター所長・経済学部教授）

アジア市場とオルタナティブ投資
上野 文吾*
(米投資会社ブラックストーン・アソシエイト）

日本と中国の金融システムの違い
随 清遠
(横浜市立大学国際商学部教授）

日越友好関係について
カオ・グウェット
(京都先端科学大学経済経営学部准教授）

日本と韓国の働き方の違い
金 明中
(ニッセイ基礎研究所生活研究部主任研究員）

国際機関における若者支援と異文化理解
天野 裕美*
(国際開発計画東京事務所）

新興国の現場から考える開発支援
小林 千晃*
(国際協力機構モザンビーク事務所副所長）

タイ―ASEANのグローバル・バリュー・チェーン
ウパラット・コーワタナサクン
(早稲田大学社会科学総合学術院 社会科学部准教授）

SEIKEI PORTAL

履修登録が必要です。
　講義詳細はシラバスをご確認ください

後期火曜５限 開講 (9/24-1/14）

アジア太平洋研究センターは、2024年度後期に各方面でご活躍中の12名の専門家をお招きし、
オムニバス講義を開講いたします。アジア太平洋地域についての知見を深めるまたとない機会
です。是非、積極的な受講をお待ちしております。成蹊大学全学部生が履修可能です。

2024年度アジア太平洋研究センター・オムニバス講義

共生社会トピックス
アジア太平洋地域の
国際協力と開発援助

*は成蹊大学卒業生 
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※第5回 サンジーブ・グプタ講師の授業のみ英語で行います。


